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鳥取県の地盤モデル作成の作業状況について 

 

●鳥取市付近のモデル作成作業 

 

① 作業範囲 

  右図の黄色部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（背景図：微地形区分図） 
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② 地質層序区分 

   地盤図の層序                      今回の区分（鳥取市付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質時代 今回の層序区分名 ボーリング柱状図における地質区分（根拠・記載） 

第四紀・ 

完新世 

600 Al-cl 完新統浅部の砂層の上位、盛土・表土の直下。 

粘性土主体で砂層、礫層を挟む。N値は大部分が５以下。 

800 Al-fan 平野の山側で河川上流部の扇状地を形成し、周辺の低地の地下にも伏

在する。層位的には、1600 Al-sd と同様であるが、N値がやや大きい。

N 値 20 以上。 

1000 Al-coast-sd 平野の海側で砂丘を構成する厚い砂層。周辺の地下にも伏在する。層

位的には、1600 Al-sd と同様であるが、N値がかなり大きい。N値 30

以上が主体。 

1600 Al-sd 2000 番の粘土層上位に分布する砂質土層。N値 20 以下。 

2000 Al-ma-cl 低地の地下に広く分布する厚い（海成）粘土層。N 値はおおむね５以

下。 

  9000 D?-cl 更新統の粘性土層と完新統の粘性土層、砂質土層の間に挟まれる砂質

土層ないし粘性土層。層序対比は確定ではない。 10000 D-sd 

第四紀・ 

更新世 

20000 D-cl 4000 番の礫質土層の上位にみられる、やや N 値の大きい粘性土層。お

おむね N 値 10～20 以上。 

40000 D-gv 低地の地下深部に広く分布する礫質～砂質土層。N値 50 以上。 

この層の上面を工学的基盤の上面（Vs300ｍ/秒相当）と想定する。 

60000 D-cl 40000 番の礫質土層の下位に出現する粘性土層ないし砂質土層。層序

対比は確定ではない。 80000 D-sd 

新第三紀以前 90000 Rw 岩盤の風化部、N値 50 未満の箇所も多い。 

10000 R 岩盤の弱風化部～新鮮部。N 値 50 以上。 

                ※これに対応する
地層は確認で

きない。 
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③ 地質区分毎の N 値特性 

 ＜完新統＞ 
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 ＜更新統＞ 
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 <岩 盤＞ 
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●山地、丘陵等のＮ値によるゾーニング 

 

微地形区分：若松（2013）  

コード 名称 Ｎ値評価上の区分 

1 山地 山地 

2 山麓地 

3 丘陵 丘陵 

4 火山地 火山地 

5 火山山麓地 

6 火山性丘陵 

7 岩石台地 台地 

8 砂礫質台地 

9 ローム台地 

10 谷底低地 低地等 

11 扇状地 

12 自然堤防 

13 後背湿地 

14 旧河道・旧湖沼 

15 三角州・海岸低地  

16 砂州･砂礫州 

17 砂丘 

18 砂丘・砂州間低地 

19 干拓地 

20 埋立地 

21 岩礁・磯  

22 河川敷・河原  

23 河川・水路  

24 湖沼   

 

 ※シームレス地質図の区分境界は、精度があまり高くないので、今回の作業では採用せず。 
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 ・Ｎ値≧10、Ｎ値≧50 となる深度は、いずれも丘陵で深い。山地、火山地では同程度の深さ。 
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山地での深度 

Ｎ値≧10 ：７ｍ以深 

Ｎ値≧50 ：13ｍ以深 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丘陵での深度 

Ｎ値≧10 ：７ｍ以深 

Ｎ値≧50 ：21ｍ以深 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山地での深度 

Ｎ値≧10 ：７ｍ以深 

Ｎ値≧50 ：16ｍ以深 
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台地での深度 

Ｎ値≧10 ：７ｍ以深 

Ｎ値≧50 ：13ｍ以深 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低地での深度 

Ｎ値≧10 ：13ｍ以深 

Ｎ値≧50 ：32ｍ以深 
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対象範囲（鳥取平野地域）の微地形区分 
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対象範囲の地表面標高（250m メッシュ） 
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対象範囲の完新統基底面標高（250m メッシュ） 

 

青破線内では、海側の方が標高が高い。 

 

 

 

 

 



14 

 

 

対象範囲の更新統最下部層標高（250m メッシュ） 
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対象範囲の基盤岩類標高（250m メッシュ） 
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海側（砂丘付近）では、ボーリングデータが少ない。 

このため、完新統基底面、更新統最下部層上面ともに 

海側に出口のない構造となっている。 

今後、地盤図等も参照し、さらに検討を加えるもの 

とする。 

 なお、岩盤上面については、大規模な不整合なので、 

不整形であってもよく、一応これでも可と考える。 

 

 

 

 

 

東側断面 北                               南 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西側断面 北                               南 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完新統基底面 

更新統最下部層上面 

完新統基底面 

更新統最下部層上面 

※この部分のデータに引っ張
られて、基盤上面が極端に山
側で低くなっている。 
データの再確認が必要か？ 



17 

 

●微動データの整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取大学 香川研究室よりご提供いただいた微動データの位置図 

三角：微動アレーデータ 十字：単点微動データ 丸：卓越周期が 1 秒以上の観測点（単点微動データ）
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石田・野口ほか 2013 による鳥取平野の地盤モデル 

 

鳥取県中部の H/V スペクトル 

 

日本地球惑星科学連合大会 、 微動および重力異常を用いた倉吉平野および大山北麓の地盤構造推定 、 

2013 年 05 月 、 国内会議 、 ポスター（一般） 

 


